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私
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
七
月
一
五
日
の
新
聞
は
、
前
日
一

四
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
。
。
ヘ
ン
〈
１
ゲ
ン
で
ひ
ら
か
れ
た
国
連
婦
人

会
議
の
開
幕
を
大
き
く
報
じ
て
い
る
。
北
欧
最
大
の
会
議
場
ベ
ラ
・

セ
ン
タ
ー
に
は
世
界
約
一
四
○
か
国
の
政
府
代
表
約
三
○
○
○
名
が

参
加
。
同
時
に
一
四
日
か
ら
一
一
四
日
ま
で
の
一
○
日
間
、
近
く
の
ユ

ー
ー
バ
シ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
ひ
ら
か
れ
た
非
政
府
機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
世
界
各
国
か
ら
約
八
○
○
○
人
の
女
性
た
ち
が
参

加
し
た
と
報
じ
て
い
る
。

こ
の
会
議
の
目
的
は
、
一
九
七
五
年
国
際
婦
人
年
に
つ
づ
い
て
も

う
け
ら
れ
た
一
九
七
六
年
’
一
九
八
五
年
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め

酬
の
労
働
の
も
と
に
あ
る
。

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
は
、
搾
取
、
差
別
、
抑
圧
の
も

と
に
あ
っ
た
民
族
、
人
種
、
階
級
、
階
層
と
婦
人
の
解
放
の
た
め
の

胎
動
と
躍
動
の
時
代
で
あ
る
。

と
く
に
婦
人
の
地
位
向
上
と
解
放
の
た
め
の
努
力
は
、
こ
ん
に
ち

地
球
的
な
規
模
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を
開
く
必
要
が
あ

る
。こ
の
よ
う
な
努
力
は
人
類
の
歴
史
は
じ
ま
っ
て
い
ら
い
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

婦
人
差
別
撤
廃
条
約
の
内
容
に
ふ
れ
る
ま
え
に
、
こ
の
条
約
成
立

に
い
た
る
戦
後
一
貫
し
た
国
連
レ
ベ
ル
で
の
努
力
に
ふ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
条
約
は
そ
の
前
文
で
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
国
連
憲

章
、
世
界
人
権
宣
言
、
国
際
人
権
規
約
と
国
連
お
よ
び
そ
の
専
門
機

関
で
採
択
さ
れ
て
き
た
国
際
文
書
に
立
脚
し
て
お
り
、
い
わ
ば
そ
の

集
大
成
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
四
五
年
六
月
一
一
六
日
、
す
で
に
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
が
敗
北

し
、
日
本
の
敗
北
と
世
界
の
平
和
の
訪
れ
が
予
想
さ
れ
た
と
き
、
連

合
国
代
表
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
つ
ま
っ
て
国
際
連
合
の
設

置
を
き
め
た
。

そ
の
と
き
採
択
さ
れ
た
国
連
憲
章
は
、
戦
後
の
国
際
政
治
の
出
発

点
で
あ
り
、
理
念
と
し
て
、
こ
ん
に
ち
も
な
お
い
き
い
き
と
し
た
生

命
力
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
前
文
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
ば
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

「
わ
れ
ら
連
合
国
の
人
民
は

わ
れ
ら
の
一
生
の
う
ち
に
二
度
ま
で
言
語
に
絶
す
る
悲
哀
を
人
類

に
与
え
た
戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来
の
世
代
を
救
い

基
本
的
人
権
と
人
間
の
尊
厳
お
よ
び
価
値
と
男
女
お
よ
び
大
小
各

国
の
同
権
に
関
す
る
信
念
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
す
る
、
と
。

こ
の
国
連
憲
章
の
精
神
は
、
人
権
に
関
す
る
国
際
的
理
念
と
も
い

う
べ
き
世
界
人
権
宣
言
（
一
九
四
八
年
国
連
総
会
採
択
）
、
万
民
の

の
「
国
際
婦
人
の
一
○
年
Ｌ
の
前
年
部
の
中
間
総
括
と
今
後
の
方
向

を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
重
点
項
目
に
は
「
雇
用
・
健
康
・

教
育
」
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
昨
年
末
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

「
婦
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」
（
婦

人
差
別
撤
廃
条
約
）
の
署
名
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
条
約
が
発

効
す
る
に
は
二
○
か
国
の
批
准
が
必
要
で
、
世
界
婦
人
会
議
開
幕
の

時
点
で
は
、
す
で
に
署
名
ず
み
の
国
が
一
二
か
国
あ
り
、
こ
の
世
界

会
議
の
署
名
式
を
通
じ
て
批
准
促
進
が
計
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

（
日
本
政
府
は
こ
の
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
に
つ
い
て
国
内
法
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
批
准
に
難
色
を
し
め
し
て
い
た
が
、
民
主

団
体
や
革
新
政
党
の
要
求
に
よ
っ
て
、
世
界
会
議
で
は
署
名
し
、
世

界
で
は
七
五
カ
国
が
署
名
し
た
。
）

婦
人
の
差
別
撤
廃
と
地
位
向
上
の
た
め
の
と
り
く
ふ
が
世
界
的
な

規
模
で
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
の
人
類
史
上
か
つ
て
な
い
歴

史
的
実
験
こ
そ
、
こ
ん
に
ち
の
世
界
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
世
界
婦
人
会
議
の
意
義
は
、
第
一
に
婦
人
の
差

別
撤
廃
条
約
の
批
准
、
発
効
を
促
進
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行

動
と
闘
争
の
共
通
の
武
器
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
第

二
に
婦
人
の
差
別
撤
廃
、
地
位
向
上
の
と
り
く
ゑ
の
た
め
の
「
婦
人

の
一
○
年
Ｌ
設
定
に
よ
っ
て
、
経
済
、
社
会
の
支
配
・
指
導
階
級
と

階
層
お
よ
び
機
関
、
と
く
に
政
府
・
行
政
機
関
お
よ
び
使
用
者
側
に

そ
の
実
現
に
つ
い
て
の
責
任
を
社
会
的
強
制
力
を
と
も
な
っ
て
課
せ

基
本
的
人
権
を
う
た
い
あ
げ
た
国
際
人
権
規
約
（
一
九
六
六
年
）
に

う
け
つ
が
れ
、
他
方
で
は
婦
人
の
地
位
向
上
に
関
す
る
一
連
の
条
約

に
発
展
し
た
。
そ
の
か
げ
に
は
、
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
る
婦
人
の

地
位
委
員
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
）
な
ど
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
の
が
す
わ
け

に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
の
努
力
の
主
な
結
晶
は
、
第
一
表
の
一
連
の
国

際
文
書
の
採
択
に
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
の
内
容
に
ふ
れ
て
み
た
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
男
女
の
権
利
の

平
等
の
実
現
に
と
っ
て
必
要
な
国
際
的
環
境
に
つ
い
て
条
約
が
と
っ

て
い
る
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
前
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
第

一
に
ア
・
〈
ル
ト
ヘ
イ
ト
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
主
義
、
人
種
差
別
、

植
民
地
主
義
、
新
植
民
地
主
義
、
侵
略
、
外
国
の
占
領
お
よ
び
支
配

な
ら
び
に
内
政
干
渉
の
根
絶
、
第
二
に
国
際
平
和
お
よ
び
安
全
の
強

化
、
国
際
間
の
緊
張
緩
和
、
社
会
・
経
済
制
度
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る

諸
国
間
の
相
互
協
力
、
平
等
・
互
恵
・
全
面
、
完
全
軍
縮
、
厳
重
・

効
果
的
国
際
管
理
に
よ
る
核
軍
備
の
縮
少
、
被
抑
圧
人
民
の
自
決
・

独
立
・
主
権
の
尊
重
が
、
男
女
の
権
利
の
平
等
の
不
可
欠
の
前
提
条

件
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
基
本
的
立
場
は
、
防
衛
予
算
が
増
大
し
、
徴
兵
制
度
の
必
要

性
が
国
の
支
配
層
か
ら
云
友
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
に
は
平
和
な
く
し

て
基
本
的
人
権
の
保
障
が
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
こ
の
条
約
が
定
め
る
「
婦
人
に
対
す
る
差
別
」
と
は
「
性
に

も
と
づ
く
差
別
・
排
除
ま
た
は
制
限
」
を
い
い
、
政
治
、
経
済
、
社

会
、
文
化
、
市
民
的
そ
の
他
い
か
な
る
分
野
に
お
い
て
も
、
人
権
お

よ
び
基
本
的
自
由
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
第
一
条
）

そ
の
具
体
的
措
置
と
し
て
締
約
国
は
、
ま
ず
男
女
平
等
の
原
則

を
自
国
の
憲
法
・
立
法
に
確
立
す
る
こ
と
、
婦
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
行
為
・
慣
行
を
差
し
控
え
る
こ
と
、
公
的
機
関
は
す
す
ん
で

そ
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
、
個
人
・
組
織
と
企
業
は
婦
人
差
別
撤

廃
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
（
第
一
一
条
）
を
さ
だ
め
て
い

る
。他
方
で
は
母
性
保
護
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
差
別
と

み
な
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
（
第
四
条
）

ま
た
「
男
は
し
ご
と
」
「
女
は
家
庭
」
と
い
う
定
型
化
さ
れ
た
男

女
の
役
割
分
担
の
偏
見
や
慣
習
や
慣
行
を
な
く
す
た
め
に
、
と
く
に

こ
ど
も
の
と
き
か
ら
の
家
庭
教
育
を
重
視
し
、
社
会
的
役
割
と
し
て

の
母
性
の
理
解
や
子
ど
も
の
養
育
に
お
け
る
男
女
の
共
同
責
任
に
つ

い
て
こ
ど
も
に
教
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
第
五
条
）

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
人
身
売
買
と
売
春
の
禁
止
（
第
六
条
）

を
さ
だ
め
る
と
同
時
に
、
政
治
的
、
公
的
生
活
に
お
け
る
婦
人
の
差

具
体
的
措
置
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
つ
ぎ
の
点
で
あ
る
。

・
都
市
・
農
村
に
お
け
る
教
育
施
設
へ
の
進
路
、
職
業
指
導
、
勉

学
の
機
会
、
修
学
証
書
取
得
の
男
女
同
一
の
権
利
。
就
学
前
教
育
、

普
通
教
育
、
技
術
教
育
、
専
門
教
育
お
よ
び
高
等
技
術
教
育
に
お
け

る
男
女
平
等
の
権
利

・
同
一
の
教
育
課
程
、
同
一
の
試
験
、
同
一
の
資
格
の
教
職
員
や

同
一
の
質
の
学
校
施
設
へ
の
機
会
、

・
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
教
育
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
形
の
男
女
の
役

割
の
固
定
概
念
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
男
女
共
学
を
め
ざ

し
、
教
育
書
、
授
業
計
画
や
教
授
法
の
調
整
を
お
こ
な
う
。

・
奨
学
金
、
ス
ポ
ー
ツ
、
体
育
、
家
族
計
画
教
育
の
機
会
の
平

等
、
な
ど
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
っ
と
も
問
題
に
な
る
の
は
、
新
憲
法
の
さ
だ

め
る
法
の
下
の
平
等
、
教
育
基
本
法
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
戦
後
出

発
し
た
男
女
共
学
が
家
庭
科
女
子
必
修
の
導
入
に
よ
っ
て
逆
も
ど
り

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
家
庭
責
任
を
両
性
分
担

に
し
て
い
く
と
い
う
立
場
か
ら
の
家
庭
科
男
女
共
修
が
早
急
に
は
か

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ん
に
ち
も
っ
と
も
大
き
な
婦
人
問
題
は
、
一
雇
用
に
か
か
わ
る
諸

問
題
で
あ
り
、
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
は
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、

一
方
で
は
平
等
、
他
方
で
は
母
性
保
護
を
あ
げ
て
い
る
。
具
体
的
に

は

別
撤
廃
の
具
体
的
措
置
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
。

・
あ
ら
ゆ
る
選
挙
・
国
民
投
票
へ
の
権
利
、
公
選
に
よ
る
機
関
に

選
挙
さ
れ
る
権
利

・
政
策
の
策
定
、
そ
の
実
施
に
参
加
す
る
権
利
、
政
府
の
す
べ
て

の
ヒ
ヘ
ル
で
公
職
に
つ
き
、
す
べ
て
の
公
務
を
遂
行
す
る
権
利

・
国
の
政
治
に
関
係
の
ふ
か
い
非
政
府
機
関
や
非
政
府
団
体
に
参

加
す
る
権
利
（
第
七
条
）

そ
れ
と
並
行
し
て
、
国
際
ヒ
ヘ
ル
に
お
い
て
も
、
自
国
政
府
を
代

表
し
、
国
際
機
関
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
の
男
女
平
等
の
権
利
を

う
た
っ
て
い
る
（
第
八
条
）
。

つ
ぎ
に
国
籍
上
の
男
女
不
平
等
問
題
が
あ
る
。
わ
が
国
の
国
籍
法

は
、
父
系
血
統
主
義
に
た
っ
て
い
る
た
め
に
外
国
人
と
結
婚
し
た
婦

人
が
国
籍
を
失
な
っ
た
り
、
国
際
結
婚
の
結
果
う
ま
れ
た
こ
ど
も
が

無
国
籍
に
な
っ
た
り
と
い
う
非
人
間
的
な
扱
い
を
う
け
て
い
る
。
婦

人
差
別
撤
廃
条
約
第
九
条
は
、
国
籍
の
取
得
、
変
更
と
保
持
の
男
女

平
等
の
権
利
を
う
た
い
、
「
と
く
に
、
外
国
人
と
の
結
婚
ま
た
は
婚

姻
中
の
夫
の
国
籍
変
更
が
、
自
動
的
に
妻
の
国
籍
を
変
更
し
た
り
、

妻
を
無
国
籍
に
し
、
ま
た
は
夫
の
国
籍
を
妻
に
強
制
」
し
て
は
な
ら

な
い
と
し
、
ま
た
こ
ど
も
の
国
籍
に
た
い
す
る
男
女
平
等
の
権
利
を

さ
だ
め
て
い
る
。
日
本
の
国
籍
法
改
正
は
緊
急
に
お
こ
な
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

第
一
○
条
は
、
教
職
に
お
け
る
男
女
平
等
を
う
た
っ
て
い
る
が
、

・
す
べ
て
の
人
間
の
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
と
し
て
の
労
働

の
権
利

・
同
一
の
雇
用
機
会
（
雇
用
に
お
け
る
同
一
の
選
考
基
準
の
適
用

を
ふ
く
む
）
の
権
利

・
職
業
の
自
由
選
択
の
権
利
、
昇
進
、
雇
用
保
障
、
給
与
、
労
働

条
件
、
職
業
訓
練
の
権
利

・
同
一
価
値
労
働
に
対
す
る
同
一
報
酬
（
諸
手
当
を
ふ
く
む
）
と

同
一
待
遇
の
権
利
、
労
働
の
質
の
評
価
の
平
等
な
取
り
扱
い

・
退
職
、
失
業
、
傷
病
、
廃
疾
、
老
令
そ
の
他
の
労
働
不
能
な
場

合
の
社
会
保
障
と
有
給
休
暇
の
権
利
。

・
作
業
に
か
か
わ
る
健
康
の
保
護
と
安
全
（
生
殖
機
能
の
保
護
を

ふ
く
む
）
に
つ
い
て
の
権
利
な
ど
を
さ
だ
め
て
い
る
。

ま
た
他
方
で
は
、
婚
姻
ま
た
は
母
性
を
理
由
と
す
る
婦
人
差
別
を

禁
じ
、
婦
人
の
労
働
権
を
ま
も
る
た
め
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
具
体
策
を

講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

・
妊
娠
ま
た
は
母
性
休
暇
を
理
由
と
す
る
解
雇
や
婚
姻
を
理
由
と

、
、
、
、
、
、

す
る
解
雇
に
つ
い
て
制
裁
を
課
し
て
（
傍
点
筆
者
）
禁
止

・
生
活
保
障
、
元
職
復
帰
、
先
任
権
と
社
会
手
当
の
保
障
に
よ
る

母
性
休
暇
の
導
入

・
保
育
所
網
の
設
置

・
妊
娠
中
の
婦
人
に
た
い
す
る
有
害
業
務
か
ら
の
保
護
（
第
二

条
）
。

ｌ
‐
‐
０
○
１
０
０
‐
１
 

日
■
ロ
ロ
ロ
ロ
。
■
■
■
■
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
月
日
ｕ
１
ｑ
ｑ
５
０
０
０
ｊ
■
４
４
０
０
０
Ｕ
Ｊ
ｄ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
町
Ⅱ
１
Ｎ
山
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅸ
：
Ｌ
Ｌ
Ⅱ
山
ｒ
Ｐ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｆ
１
Ｋ
．
．
Ⅱ
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以
上
ゑ
て
き
た
よ
う
に
、
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
で
は
母
性
保
護
は

婦
人
の
労
働
権
確
立
の
前
提
条
件
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
一
条
は
保
健
に
関
す
る
平
等
に
ふ
れ
、
家
族
計
画
を
ふ
く
む

保
健
事
業
に
お
け
る
差
別
撤
廃
、
妊
娠
、
分
娩
と
産
後
の
便
益
（
必

要
な
場
合
に
無
料
）
、
妊
娠
と
授
乳
期
間
中
の
栄
養
の
確
保
を
あ
げ

て
い
る
。

第
二
一
一
条
は
、
経
済
、
社
会
生
活
分
野
の
婦
人
差
別
撤
廃
を
と
り

あ
げ
、
・
家
族
給
付
・
銀
行
貸
付
・
抵
当
そ
の
他
の
金
融
上
の
信
用

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
と
あ
ら
ゆ
る
文
化
生
活
に

参
加
す
る
権
利
の
平
等
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
農
村
婦
人
の
権
利
（
第
一
四
条
）
民
法
上
の
権
利
（
第
一

五
条
）
の
平
等
に
つ
い
で
、
婚
姻
と
家
族
関
係
に
か
か
わ
る
男
女
平

等
の
権
利
に
つ
い
て
、
婚
姻
と
婚
姻
の
解
消
時
の
権
利
と
責
任
、
婚

姻
を
し
て
い
る
か
否
か
を
と
わ
ず
、
こ
ど
も
に
た
い
す
る
親
の
権
利

と
責
任
、
子
ど
も
の
数
と
出
産
の
間
隔
の
自
由
の
権
利
、
子
ど
も
の

保
護
、
後
見
、
養
子
縁
組
な
ど
に
関
す
る
権
利
と
責
任
、
夫
お
よ
び

妻
と
し
て
の
同
一
の
個
人
的
権
利
（
性
と
職
業
の
自
由
選
択
権
を
ふ

く
む
）
、
財
産
の
所
有
、
取
得
、
運
用
、
管
理
、
享
受
と
処
分
に
関

す
る
配
偶
者
双
方
の
権
利
な
ど
の
平
等
を
う
た
い
、
「
あ
ら
ゆ
る
場

合
に
お
い
て
児
童
の
利
益
は
至
上
で
あ
る
」
と
、
こ
ど
も
の
保
育
・

養
育
・
教
育
権
と
生
存
権
の
第
一
義
的
な
尊
重
を
さ
だ
め
て
い
る
。

婦
人
の
差
別
撤
廃
と
は
何
な
の
か
、
男
女
平
等
と
は
何
な
の
か
に

と
、
所
定
労
働
時
間
お
よ
び
時
間
外
労
働
を
だ
ん
た
ん
に
短
縮
す
る

こ
と
、
交
替
労
働
制
度
や
夜
間
労
働
の
割
当
の
と
き
に
は
家
庭
責
任

を
も
つ
男
女
労
働
者
の
要
求
を
考
慮
す
る
こ
と
、
転
勤
の
と
き
に
は

配
偶
者
の
一
雇
用
場
所
や
こ
ど
も
を
教
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を

考
慮
す
る
こ
と
、
家
庭
責
任
を
も
つ
男
女
労
働
者
が
の
ぞ
ゑ
、
そ
れ

が
実
行
可
能
な
と
き
に
は
、
．
〈
－
卜
へ
の
移
行
お
よ
び
フ
ル
タ
イ
ム

へ
の
移
行
の
選
択
権
と
機
会
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
場
合
労

働
条
件
は
常
用
労
働
者
と
お
な
じ
に
す
る
こ
と
、
臨
時
労
働
者
・
家

内
労
働
者
の
労
働
条
件
は
お
な
じ
に
す
る
こ
と
、
両
親
の
い
ず
れ
か

が
元
職
復
帰
二
厘
用
上
の
す
べ
て
の
権
利
保
障
の
か
た
ち
で
育
児
休

暇
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
幼
少
の
こ
ど
も
の
母
ま
た
は
父
は

こ
ど
も
の
病
気
の
と
き
休
暇
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
直
接
家
族
の
一
員
が
病
気
の
と
き
に
は
、
休
暇
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
保
育
所
の
増
設
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
は
合
理
的
料
金
ま
た

は
無
料
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
家
事
労
働
の
軽
減
、
単
純
化
の
た
め
に
、
そ
の
た
め
の
設

備
・
物
、
共
同
や
協
同
所
有
設
備
の
提
供
と
そ
の
利
用
と
合
理
的
な

価
格
で
滋
養
豊
富
な
食
糧
を
う
る
た
め
の
施
設
Ｃ
企
業
ま
た
は
企

業
グ
ル
ー
プ
の
食
堂
、
学
校
や
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
食
堂
）
、
調

理
さ
れ
た
り
、
準
備
さ
れ
た
食
物
の
利
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

つ
い
て
、
こ
の
条
約
は
そ
の
分
野
と
そ
の
基
準
に
つ
い
て
具
体
的
に

明
ら
か
に
し
た
点
で
画
期
的
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
国
際
基
準
と
し
て
だ
さ
れ
て
い
る
意
義
は
は
か
り
し
れ
な

い
。つ
ぎ
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
と
し
六
月
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
ひ
ら
か
れ
た
第
六
六
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
お
い
て
、
「
男

女
労
働
者
の
機
会
均
等
・
平
等
待
遇
・
家
庭
責
任
を
も
つ
労
働
者
」

が
議
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
新
し
い
文
書
（
条
約

・
勧
告
）
案
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
表
Ⅱ
で
し
め
し
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
一
九
六
五
年
に
家

庭
責
任
を
も
つ
婦
人
の
一
雇
用
に
関
す
る
一
二
一
一
一
号
勧
告
を
採
択
し

た
。
し
か
し
こ
の
勧
告
の
よ
っ
て
た
つ
視
点
は
、
「
家
庭
責
任
は
男

女
共
通
に
あ
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
九
七
二
年
以
降
は
働
く
両

親
が
職
場
と
家
庭
の
二
重
の
責
任
を
は
た
す
た
め
に
何
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
検
討
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

新
し
い
文
書
は
次
期
通
常
総
会
で
の
討
議
が
決
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
案
で
は
、
さ
き
に
述
べ
た
雇
用
に
お
け
る
平
等
を
う
た
う

と
と
も
に
男
女
労
働
者
の
家
事
・
育
児
の
社
会
化
、
軽
減
の
た
め
の

具
体
的
な
措
置
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
労
働
条
件
を
承
る

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
連
の
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
も
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
の
家
庭
責
任
を
も
つ
男
女
労
働
者
の
機
会
均
等
・
平
等
待
遇
の

国
際
文
書
案
も
、
そ
の
内
容
は
と
も
に
婦
人
解
放
の
具
体
的
目
標
を

し
め
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
は
こ
れ
か
ら
の
行
動
と
闘
争
に
か
か
っ

て
い
る
。

こ
ん
に
ち
わ
が
国
の
婦
人
を
と
り
ま
く
政
治
、
経
済
、
社
会
の
現

実
は
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
。
さ
て
一
九
六
○
年
、
七
三
八

万
人
で
あ
っ
た
婦
人
労
働
者
は
一
九
七
九
年
に
は
一
一
一
二
○
万
人
と

い
ま
だ
か
っ
て
な
い
数
に
激
増
し
て
い
る
。
雇
用
者
総
数
に
し
め
る

そ
の
割
合
も
一
一
一
一
一
一
・
八
％
と
か
つ
て
な
い
高
率
を
し
め
し
て
い
る
。

婦
人
労
働
者
の
六
六
・
九
％
は
既
婚
者
で
あ
り
、
い
ま
で
は
結
婚
し

て
も
、
こ
ど
も
を
う
ん
で
も
婦
人
が
は
た
ら
き
つ
づ
け
る
の
は
あ
た

り
ま
え
に
な
っ
た
。

し
か
し
男
女
賃
金
格
差
は
男
子
一
○
○
と
し
て
約
六
○
％
と
い
う

ひ
ど
さ
で
あ
る
。
先
進
基
本
主
義
国
を
み
る
と
ベ
ル
ギ
ー
七
○
％
、

デ
ン
マ
ー
ク
八
五
％
、
フ
ラ
ン
ス
八
七
％
、
西
ド
イ
ツ
七
三
％
、
オ

ラ
ン
ダ
八
○
％
、
イ
ギ
リ
ス
七
四
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
九
四
％
と

い
ず
れ
も
日
本
よ
り
男
女
の
賃
金
格
差
は
少
な
く
、
．
〈
－
ト
、
内
職

を
加
え
る
な
ら
ば
日
本
経
済
の
半
分
を
さ
さ
え
て
い
る
経
済
大
国
日

－ 

－ 

■■■■■■■■■ 四
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い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

他
方
で
は
、
経
済
大
国
日
本
の
世
界
「
最
劣
等
国
」
の
母
性
保
護

を
ひ
き
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
ス
エ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
実
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
両
親
が
こ
ど
も

へ
の
共
通
の
養
育
・
保
育
を
は
た
す
た
め
の
育
児
休
暇
が
早
急
に
も

う
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
注
）
そ
の
場
合
、
原
職
復
帰
、
有

給
、
諸
権
利
の
保
障
、
選
択
の
自
由
が
必
要
で
あ
り
、
他
方
で
は
ゼ

ロ
才
児
か
ら
の
保
育
所
網
が
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
は
ま
ず
さ
い
き
ん
の
目
に
あ
ま
る
福
祉
切
り
捨
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
だ
て
と
た
た
か
い
に
よ
っ
て
ふ
せ
ぐ
必
要
に
せ
ま
ら

本
の
婦
人
労
働
者
の
賃
金
格
差
は
「
最
大
」
で
あ
る
。

賃
金
問
題
は
、
一
九
七
三
年
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
長
期
不
況
の

も
と
で
、
新
し
い
問
題
を
は
ら
ん
で
き
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
年
功
序
列
賃
金
の
中
高
年
男
子
層
の
う
ち
切
り
で

あ
り
、
そ
の
ふ
た
つ
は
こ
と
し
二
月
以
降
、
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス

を
持
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
労
働
省
で
す
ら
こ
の
傾
向
が
来
春

ま
で
持
続
す
る
と
警
告
し
て
い
る
ほ
ど
労
働
者
家
庭
経
済
に
と
っ
て

危
機
的
情
況
が
で
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
賃
金
は
、

男
女
格
差
を
持
続
し
た
ま
ま
で
、
実
質
賃
金
の
低
下
Ｉ
低
賃
金
化
を

た
ど
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
ん
に
ち
一
方
で
は
男
女
賃
金
格
差

是
正
と
と
も
に
、
他
方
で
は
こ
れ
以
上
下
げ
ら
れ
な
い
、
こ
れ
だ
け

な
く
て
は
生
活
で
き
な
い
と
い
う
全
国
一
率
最
低
賃
金
制
の
確
立
が

緊
急
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う

憲
法
一
一
五
条
の
生
存
権
保
障
の
精
神
に
た
ち
返
り
、
新
し
い
運
動
を

職
場
か
ら
再
構
築
す
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
い
ま
で
は
賃
金

問
題
は
生
活
防
衛
の
様
相
さ
え
お
び
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
「
国
連
婦
人
の
一
○
年
」
後
半
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
雇
用

が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
背
景
に
は
欧
米
の
深
刻
な
大
量
失
業
の
進
行
が

あ
ろ
う
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
男
女
失
業
者
は
一
九
七
五
年
に

一
○
○
万
人
を
突
破
し
て
い
ら
い
、
一
○
○
万
人
台
を
持
続
し
続
け

て
い
る
。
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
は
、
労
働
権
の
確
立
を
第
一
に
う
た

れ
て
い
る
。

一
九
七
五
年
国
際
婦
人
年
の
日
本
大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た

「
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の
決
議
を
実
現
す
る
た
め
の
連
絡
会
」
（
労

組
婦
人
部
・
婦
人
団
体
四
八
団
体
で
組
織
）
は
、
こ
と
し
「
国
連
婦

人
の
一
○
年
、
中
間
年
実
行
委
員
会
」
に
衣
が
え
し
て
、
さ
る
四
月

「
四
月
会
議
」
を
ひ
ら
き
、
中
間
年
と
し
て
の
総
括
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
決
議
と
三
七
項
目
に
お
よ
ぶ
要
求
を
採
択
し
、
秋
に
は
、

大
衆
的
な
中
間
年
の
集
会
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
し
め
さ
れ
た

統
一
的
な
要
求
と
行
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
、
社
会
、
経

お
わ
り
に

ｂ 

１ 済
上
の
新
し
い
出
口
と
展
開
を
き
り
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ナ
九
九
五
年
富
で
の
長
期
に
治
な
る
第
一
：
次
ゲ
第
二
次
「
国
連
婦
人

の
一
○
年
」
の
設
定
は
、
日
本
に
お
け
る
婦
人
解
放
を
前
進
さ
せ
、

日
本
の
社
会
変
革
の
過
程
に
婦
人
た
ち
を
巨
大
な
勢
力
と
し
て
登
場

さ
せ
る
歴
史
的
環
境
を
つ
く
り
だ
し
て
お
り
、
そ
の
勢
力
は
ま
た
巨

大
な
平
和
勢
力
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

二
九
八
○
年
七
月
一
五
日
記
す
）

い
、
「
す
べ
て
の
人
間
の
奪
い
得
な
い
権
利
」
と
し
て
い
る
。
わ
が

国
で
は
採
用
に
お
け
る
男
女
差
別
は
と
く
に
高
学
歴
に
な
る
ほ
ど
は

げ
し
く
、
「
男
女
と
も
採
用
し
て
い
る
企
業
」
は
高
卒
六
一
一
％
に
た

い
し
て
四
年
制
大
卒
一
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
大
量
失
業
を
テ
コ

に
し
た
女
子
労
働
者
の
不
安
定
雇
用
が
激
増
し
て
お
り
、
週
三
五
時

間
以
下
の
短
時
間
雇
用
者
数
は
、
一
九
七
一
一
一
年
’
一
九
七
九
年
男
子

三
五
万
人
増
加
に
た
い
し
て
女
子
は
九
○
万
人
も
増
え
て
い
る
。
雇

用
保
障
、
労
働
権
確
立
は
こ
れ
か
ら
大
き
な
社
会
問
題
に
な
る
だ
ろ

う
し
、
社
会
問
題
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
国
連
婦
人
の
一
○
年
」
後
半
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
保
健
が
あ

る
。
こ
ん
に
ち
い
わ
ゆ
る
「
減
量
経
営
」
ｌ
雇
用
合
理
下
に
あ
っ

て
、
男
女
労
働
者
の
健
康
・
母
性
破
壊
は
は
か
り
知
れ
な
い
。
「
大

阪
一
一
万
人
の
婦
人
労
働
者
の
労
働
と
生
活
実
態
調
査
」
に
も
ふ
ら
れ

る
よ
う
に
、
労
働
現
場
で
は
ト
イ
レ
に
も
い
け
な
い
労
働
実
態
が
あ

り
、
労
働
時
間
に
関
す
る
要
求
が
賃
金
に
つ
い
で
圧
倒
的
に
だ
さ
れ

て
い
る
。
生
存
権
・
生
活
権
・
健
康
権
の
た
め
に
、
せ
め
て
欧
米
な

ゑ
の
週
四
○
時
間
労
働
・
週
休
二
日
制
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
一
一
三
号
条
約
は
最
低
一
一
一
週
、

継
続
し
て
一
一
週
取
得
を
国
際
最
低
基
準
と
し
て
い
る
。
欧
米
で
は
最

低
約
一
一
一
週
で
あ
り
、
日
本
は
最
低
一
週
・
最
高
一
一
○
日
さ
え
満
足
に

取
得
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
労
働
密
度
、
労
働
時
間
、

休
暇
の
も
と
で
、
女
子
保
護
廃
止
の
労
基
法
改
悪
は
、
言
語
同
断
と

（
注
）
拙
稿
「
国
際
人
権
規
約
と
婦
人
解
放
の
新
段
階
」
参
照
「
部
落
解

放
研
究
」

一
九
七
八
・
一
二






